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　新興医学出版社から，このたび，きさら
づてんかんセンター・センター長の岩佐博
人先生による『てんかん臨床に向きあうため
のシナリオ』が出版されました．主たる編著
者の岩佐先生は，精神科の立場から臨床て
んかんのみならず実験てんかん，脳波のダ
イポール解析などを長年積み重ね，現在ま
で日本てんかん学会の理事，財務担当理事
を長年務めてこられました．
　先生の今までの幅広い経験のなかから，
本書は書名のとおりに，てんかん臨床に向
きあう時の精神科的視野とアプローチの視
点の重要性を，症例を交えながら解説され
ており，日々てんかん臨床に向きあう精神
科以外の診療科の先生に対して，いかに精
神科視点が重要か，また，それがいかに診
療の幅と医師と患者の関係に重要であるか
を教えてくれます．これはもちろん一般診
療に通じることでも重要ですが，特にてん
かん診療では欠かすことができない内容で
あるということが，ケースを読み進めてい
くと実感できます．
　内容は8編のチャプター構成からなり，そ
れぞれのチャプターには，重要な one point 
comment（例えば，ことがば真実を伝えな
い場合がある，アドバイスする時の注意点，
時を過ぎてみないとわからないなど）につい
て，わかりやすく理路整然と説明されてい
て，脳神経内科医でてんかん診療をする小
生にとっては，「眼から鱗」「あの時はこのよ
うに対応すればよかったかもしれない」と，
過去のさまざまなことにも思いを馳せなが
ら読み進めました．てんかん学の専門の先
生にとってもご自身の経験上，過去に解決
できなかった，腑に落ちなかった状況が理
解でき福音になると思います．

　例えば，「本当のことは言葉にはならな
い？」などは大変印象的でした．てんかん診
療での病歴・発作症候の記載などは，言語
化して分析することが基本で，小生は「病
歴・発作症候の記載は，臨床神経生理的所
見を定性的に言語化したもの」と考えてお
り，それ以外にも広く言語化することの重
要性を意識していましたが，一方で「本当の
ことは言葉にはならない？」というメッセー
ジとその視点の重要性を改めて認識した次
第です．「外から見えない部分も考える」も
長期的展望，現在の病態を考える時には重
要なメッセージでした．上記以外にも，も
ちろん一般てんかん診療の基礎的内容は広
く重要な点をわかりやすく記載されていて，
またCOLUMNでは，少し息抜き的に岩佐先
生の考え方などが文献と一緒に記載されて
います．
　てんかん臨床に関わる医師のみならず心
理士，メディカルスタッフの方にも最適で
す．また，てんかんを専門にしていない方
にも，精神科がてんかんの基本診療科の一
つである理由も含めて，広くてんかんを正
しく理解していただける本となっています．
　日々の診療ではどうしても時間に追われ
て，またこの発作をいかに止めるかという
ことに腐心して視野が狭くなりがちになる
ことがありますが，今後あるいは現在てん
かん診療をされている，特に精神科以外の
診療科の先生にとっては，精神科的視点を
理解することで，本書がご自身のてんかん
診療の幅あるいは考え方を広げてくれて，
転ばぬ先の杖となり，臨床てんかん学，て
んかん病態，脳科学，精神医学へのこれま
でとは違った視点が広がるのではないかと
思います．
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